
製品の仕上げや建材・部材の表面処理等様々な分野で使用されている
めっきですが、損傷/剥離、異物の付着 などによって本来の性能を
発揮できない場合が有ります。

弊社では薄層(数µm)のめっき製品においても断面加工が可能であり、
各種観察(金属顕微鏡、デジタルマイクロスコープ、SEM)に加え、

EPMAによる元素分析によって層構成の把握、損傷/剥離原因
を調査します。
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断面観察
前ページの製品の断面を
観察すると母材の表面に
3.8μm程度のめっきが確
認されました。
※写真は機械研磨に加え、イ
オンビームによる仕上げ(イオ
ンミリング処理)を行ったもの。

EPMA断面面分析
めっきはニッケルであり、さらに薄層のクロムめっきが存在
していることも確認できました。

3.8μm

組成像 クロム(Cr)

ニッケル(Ni) 銅(Cu)

2次電子像
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